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食用油10 mg (11 µl) をスクリューキャップ付試験管（A）にいれ、５％塩酸－メタノール（東京









GC/MS計はAutomass JEOL (JEOL，日本、GC: Agilent 6890 series）を用いた。カラムは
DBwax (30 m × 0.25 mm × 0.25 µm、Agilent）を用い、脂肪酸メチルエステルを100 µl の hexa-
ne で溶解し、その1 µlを注入した。GCの分析条件は注入口温度 200°C、スプリット法（スプリット
比50：１）とした。オーブンの温度は初期温度 160°Cとし、 1分間維持しその後 5°C/分 の割合で
240°Cまで昇温し８分間維持した。キャリアガスはヘリウムを用いた。イオン化法は電子衝撃法
（electron ionization）を用い、イオン化電流 300 µA、イオン化エネルギー70 eV、イオン源および
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